
平成２３年度

博士課程教育リーディングプログラム プログラムの概要 [採択時公表]

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

該当無し

共同教育課程を構想している場合の共同実施機関名

１２．

１１．連合大学院として参画または構想する場合の共同実施機関名

   　（ふりがな） まつもと　ひろし

氏名・職名

（学長）

２． プログラム責任者    　（ふりがな）

たから　かおる３． プログラム    　（ふりがな）

（③

社会システム工学・安全システム、自然災害科学、地域研究、地理学、資源保全学、固体地球惑星物
理学、気象・海洋物理・陸水学、地質学、構造工学・地震工学・維持管理工学、地盤工学、水工学、土木
計画学・交通工学、土木環境システム、建築構造・材料、都市計画・建築計画、流体工学、知能機械学・
機械システム、地球・資源システム工学、原子力学、エネルギー学、哲学・倫理学、認知科学、リハビリ
テーション科学・福祉工学、生活科学一般、科学教育、教育工学、地理学、人文地理学、環境影響評
価・環境政策、植物病理学、食品化学、森林科学、木質科学、水産学一般、農業経済学、農業土木学・
農村計画学、農業環境工学、農業情報工学、環境農学、放射線・化学物質影響科学、統計科学、応用
経済学、経済政策、経営学、会計学、国際法学、社会法学、国際関係論、社会学、社会福祉学、社会心
理学、教育心理学、臨床心理学、教育学、教育社会学、医療社会学、衛生学、公衆衛生学・健康科学、
放射線科学、臨床看護学、地域・老年看護学、ジェンダー

申請類型 Ｄ ＜複合領域型（安全安心）＞

コーディネーター

４．

７．

氏名・職名

資源保全学、環境学、土木工学、建築学、総合工学、情報学、人間医工学、生活科学、科学教育・教育
工学、地理学、人文地理学、哲学、経済学、法学、政治学、社会学、心理学、教育学、機械工学、農学、
農芸化学、森林学、水産学、農業経済学、農業工学、境界農学、基礎医学、境界医学、社会医学、看護
学、ジェンダー

博士（総合学術）、もしくは、博士課程教育リーディングプログラムを修了した旨を学位記に
付記

寶　　馨　　（京都大学防災研究所教授（工学研究科社会基盤工学専攻教授））

５． 英語名称

副題

プログラム名称 グローバル生存学大学院連携プログラム

地球惑星科学（②

９． 専攻等名

経済学研究科経済学専攻、地球環境学舎全専攻、教育学研究科臨床教育学専攻、医学研究科医学専
攻・社会健康医学系専攻、アジア・アフリカ地域研究研究科全専攻、理学研究科地球惑星科学専攻、情
報学研究科通信情報システム専攻・社会情報学専攻、工学研究科社会基盤工学専攻・都市社会工学
専攻・建築学専攻・機械理工学専攻、農学研究科農学専攻・森林科学専攻・応用生命科学専攻・地域
環境科学専攻・生物資源経済学専攻、防災研究所、生存圏研究所、東南アジア研究所

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．

８．

６．
授与する博士学
位分野・名称

（②

（機関名：京都大学　申請類型：複合領域型（安全安心）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバル生存学大学院連携プログラム）

主要細目

主要分科

（①

（① 社会・安全システム科学 地域研究

該当無し

淡路敏之　（京都大学理事・副学長）

松本　紘　（京都大学総長）

（③

Inter-Graduate School Program for Sustainable Development and Survivable Societies

１４３０１

あわじ　としゆき

該当無し

連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

機関名 京都大学 機関番号

氏名・職名

１． 全体責任者



[採択時公表]

[ % ]

勝見　武

ｶｲﾄｳ ｱｷﾗ皆藤　章

ｼｮｳ ﾗｼﾞﾌﾞショウ ラジブ

ｶﾂﾐ ﾀｹｼ

髙橋　靖恵

防災技術政策・
水文学・極値統計

学
工学博士

海洋物理
気候科学
理学博士

地震工学・災害管
理学

博士（工学）

会計学
博士（経済学）

生物機能財料・セ
ルロースナノコン

ポジセット
農学博士

植物代謝機能化学
農学博士

行動経済学
博士(経済学）

地盤工学
博士（工学）

教育学研究科・臨床教育学専攻・教授

経営管理大学院・教授
経済学研究科・経済学専攻・教授（協力講座）

生存圏研究所・教授
情報学研究科・通信情報システム専攻・教授（協

力講座）
理学研究科・地球惑星科学専攻・教授（協力講

座）

生存圏研究所・教授
農学研究科・森林科学専攻・教授（協力講座）

レーダー大気物理
学

博士（工学）

防災研究所・准教授
理学研究科・地球惑星科学専攻・准教授（協力講

座）

水工水理学
博士(工学)

防災研究所・教授
工学研究科・都市社会工学専攻・教授（協力講

座）

防災研究所・教授
工学研究科・建築学専攻・教授（協力講座）

リーダー育成支援委員会：海外フィール
ド実習、国際スクール、実践英語指導

地震学
Ph.D.

防災研究所・教授
理学研究科・地球惑星科学専攻・教授（協力講

座）

生存圏研究所・教授
理学研究科・地球惑星科学専攻・教授（協力講

座）

ｲﾀﾞ ﾀｶﾉﾘ

気象災害・水循環
博士(理学)

ｼｵﾀﾆ ﾏｻﾄ

生存圏研究所・教授
農学研究科・応用生命科学専攻・教授（協力講

座）

大気科学・衛星モ
ニタリング
理学博士

ｻﾜﾍﾞ ﾉﾘｵ

経済学研究科・経済学専攻・教授

生存圏研究所・准教授
情報学研究科・通信情報システム専攻・准教授

（協力講座）
理学研究科・地球惑星科学専攻・准教授（協力講

座）

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび経済学研究科との連携強化・調整

地球環境学堂・地球親和技術学廊・教授

ﾀｶﾊｼ ﾔｽｴ 教育学研究科・臨床教育学専攻・准教授

産学連携・国際展開・広報委員会：産業
界との協働に関する調整、木材資源と地
域社会の持続可能性

リーダー育成支援委員会：　地球大気観
測技術の理工融合研究と国内外フィール
ド実習

澤邉　紀生

依田　高典

ｳﾒｻﾞﾜ　ﾄｼｱｷ梅澤　俊明

ﾔﾉ　ﾋﾛﾕｷ

リーダー育成支援委員会：　　組織・
ネットワークにおける国際・地域リー
ダー育成

地すべり学
博士（理学）

大学院連携教育カリキュラム委員会：
気象水災害の科学理解と社会適応

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび生存圏研究所との連携強化・調整

国際環境防災マネ
ジメント

博士（理学）

臨床心理学
博士（文学）

地球環境学堂・地球親和技術学廊・准教授

寶　　馨

MORI, James Jiro

ｶﾜｾ ﾋﾛｼ川瀬　博

矢野　浩之

ﾊｼｸﾞﾁ ﾋﾛﾕｷ橋口　浩之

塩谷　雅人

津田　敏隆

福岡　浩

石川　裕彦

ﾂﾀﾞ ﾄｼﾀｶ

ﾓﾘ ｼﾞｪｰﾑｽﾞ ｼﾞﾛｳ

堀　智晴 ﾎﾘ ﾄﾓﾊﾙ

ﾅｶｼﾏ ﾏｻﾖｼ中島　正愛

ﾔﾏｼｷ ﾖｳｽｹ山敷　庸亮

ﾌｸｵｶ ﾋﾛｼ

ｲｼｶﾜ ﾋﾛﾋｺ

リーダー育成支援委員会：水象災害管理
フレームの実装科学と人材育成

水資源工学・水文
学

博士（工学）

防災研究所・教授
工学研究科・都市社会工学専攻・教授（協力講

座）

防災研究所・准教授
工学研究科・社会基盤工学専攻・准教授（協力講

座）

防災研究所・教授
工学研究科・建築学専攻・教授（協力講座）

１５． 名50計プログラム担当者

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび情報学研究科との連携強化・調整

社会心理学・防災
心理学

博士(人間科学)

プログラム教授会：　複合型リーディン
グ大学院（安全安心）の総括

防災研究所・教授
情報学研究科・社会情報学専攻・教授（協力講

座）

防災研究所・教授
学際融合教育研究推進センター・極端気象適応社

会教育ユニット・ユニット長（兼任）
工学研究科・社会基盤工学専攻・教授（協力講

座）

産学連携・国際展開・広報委員会：水資
源リスクマネジメント及び水資源システ
ムのサステナブルマネジメント

（プログラムコーディネーター）

ﾀｶﾗ ｶｵﾙ

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび防災研究所との連携強化・調整

耐震工学・鉄骨構
造

Ph.D.

リーダー育成支援委員会：地球史と水圏
環境の総論的理解

地球水環境学
博士（工学）

※他の大学等と連携した取組（共同申請を含む）の場合：申請（基幹）大学に所属するプログラム担当者の割合

ｽﾐ ﾃﾂﾔ角　哲也

ﾔﾓﾘ ｶﾂﾔ矢守　克也

プログラム責任者として学位プログラム
の全体運営を遂行し、責任を持つ。

理事・副学長

役割分担
(平成２４年度における役割)

現在の専門
学位

所属(研究科・専攻等)・職名年齢

ｱﾜｼﾞ ﾄｼﾕｷ

（プログラム責任者）

ﾌﾘｶﾞﾅ氏名

淡路　敏之

産学連携・国際展開・広報委員会：　都
市域における地震災害管理学

防災研究所・教授
理学研究科・地球惑星科学専攻・教授（協力講

座）

産学連携・国際展開・広報委員会：　Ｉ
Ｔを用いたコミュニティー防災計画に関
する途上国インターン指導

リーダー育成支援委員会：若手育成プロ
グラム推進とキャリアパスモデルのデザ
イン

産学連携・国際展開・広報委員会：産業
界との連携、森林資源の持続可能性

臨床心理学
博士（教育心理

学）

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび教育学研究科との連携強化・調整

リーダー育成支援委員会：実践英語教育
と国際コミュニケーション能力開拓

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび地球環境学堂との連携強化・調整

大学院連携教育カリキュラム委員会：安
全安心の心理学およびジェンダー問題

大気圏科学
工学博士

（機関名：京都大学　申請類型：複合領域型（安全安心）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバル生存学大学院連携プログラム）



[採択時公表]

奥本　裕

白岩　立彦

太田　誠一

神崎　護

遺伝子・イネ・日
長反応

博士（農学）

地震工学、ライフ
ライン工学
博士（工学）

土木計画学
博士（工学）

工学研究科・社会基盤工学専攻・教授

工学研究科・社会基盤工学専攻・准教授

地盤工学・基礎工
学・トンネル工
学・国際技術協
力・農村開発
博士（工学）

水文学
博士（工学）

農学研究科・農学専攻・教授

作物学
博士(農学）

熱帯林環境学・森
林土壌学
　農学博士

熱帯森林生態学・
森林土壌学
理学博士

工学研究科・都市社会工学専攻・教授

農学研究科・農学専攻・教授

農学研究科・森林科学専攻・教授

農学研究科・森林科学専攻・准教授

古澤　拓郎

ﾖﾃﾞﾝ ｼｹﾞｵ

ﾋﾗｼﾞﾏ ﾀｶｵ

ﾏﾂﾉ ﾌﾐﾄｼ

ﾋﾗﾊﾗ ｶｽﾞﾛｳ

ｷﾊﾗ　ﾏｻﾋﾛ木原　正博

ｺｲｹ ｶｵﾙ小池　薫

小泉　昭夫 ｺｲｽﾞﾐ ｱｷｵ

藤井　聡

木村　亮

立川　康人

岩石学・地質学
理学博士

理学研究科・地球惑星科学専攻・教授

ｷﾊﾗ　ﾏｻｺ

竹田　晋也 ﾀｹﾀﾞ　ｼﾝﾔ

ﾀﾁｶﾜ ﾔｽﾄ

ｵｸﾓﾄ ﾕﾀｶ

ｼﾗｲﾜ ﾀﾂﾋｺ

ｵｵﾀ ｾｲｲﾁ

ﾌｼﾞｲ ｻﾄｼ

木原　雅子

ｷﾑﾗ　ﾏｺﾄ

ｶﾝｻﾞｷ　ﾏﾓﾙ

重田　眞義

西渕　光昭 ﾆｼﾌﾞﾁ　ﾐﾂｱｷ

ｼｹﾞﾀ　ﾏｻﾖｼ
プログラム教授会：　プログラム運営お
よびアジア・アフリカ地域研究研究科と
の連携強化・調整

アフリカ地域研究
博士(農学）

アジア・アフリカ地域研究研究科・アフリカ地域
研究専攻・教授

アフリカ地域研究資料センター長（兼任）

リーダー育成支援委員会：　アフリカ農
業の生産性と持続可能性に関する開発理
念

理学研究科・地球惑星科学専攻・教授

理学研究科・地球惑星科学専攻・教授
学際融合教育研究推進センター長（兼任）

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび東南アジア研究所との連携強化・調
整

東南アジア地域研
究

農学博士

アジア・アフリカ地域研究研究科・アフリカ地域
研究専攻・准教授

気象学
理学博士

ｲﾀﾆ　ｼﾞｭｲﾁ伊谷　樹一

ｺｳﾉ　ﾔｽﾕｷ河野　泰之

平原　和朗

余田　成男

平島　崇男

松野　文俊

細田　尚

清野　純史

ロボット工学
工学博士

ｷﾖﾉ ｼﾞｭﾝｼﾞ

工学研究科・機械理工学専攻・教授

工学研究科・都市社会工学専攻・教授

工学研究科・社会基盤工学専攻・教授

水工水理学・河川
工学

工学博士

アジア・アフリカ地域研究研究科・グローバル地
域研究専攻・教授（協力講座）

東南アジア研究所統合地域研究部門・教授

ﾎｿﾀﾞ ﾀｶｼ

医学研究科・医学系専攻・教授

救急医学、災害医
学、外傷学、熱傷

学
博士（医学）
博士（薬学）

公衆衛生学
医学博士

大学院連携教育プログラム委員会：感染
症と社会の安全安心、ジェンダー問題

社会疫学・予防介
入学

医学博士

大学院連携教育カリキュラム委員会：水
循環・物質循環に関する工・理・農学際
教育

大学院連携教育カリキュラム委員会：
世界の穀物生産における育種技術の重要
性

固体地球物理学・
地震学
理学博士

医学研究科・社会健康医学系専攻・准教授

社会疫学
医学博士

医学研究科・社会健康医学系専攻・教授
産学連携・国際展開・広報委員会：感染
症予防・社会疫学フィールド教育の推進

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび医学研究科との連携強化・調整

アフリカ地域研究
博士（農学）

大学院連携教育カリキュラム委員会：災
害緊急医療および放射線被ばく医療

大学院連携教育カリキュラム委員会：
熱帯・オセアニア地域の感染症・生活習
慣病に関するフィールド教育・安全安心
社会と健康問題

リーダー育成支援委員会：　熱帯雨林を
巡る地域社会とグローバル社会の相互理
解を通じたリーダー育成

人類生態学・地域
研究

博士（保健学）

リーダー育成支援委員会：自然災害を引
き起こす理学的基礎概念

産学連携・国際展開・広報委員会：災害
ロボットシステムに関する産学連携推進

大学院連携教育カリキュラム委員会：津
波災害・洪水災害と減災、温暖化による
湖沼等の水環境変化対策

プログラム教授会：　　プログラム運営
および工学研究科との連携強化・調整

大学院連携教育カリキュラム委員会：
生存学の社会科学的展開

リーダー育成支援委員会：　コミュニ
ケーションインフラ整備に関する海外
フィールド実習

大学院連携教育カリキュラム委員会：
作物の生産性における環境・遺伝子相互
作用

リーダー育成支援委員会：　森林環境保
全の実践科学のフィールド実習

リーダー育成支援委員会：　生物多様性
の観点からの森林フィールドにおける生
存学

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２４年度における役割)

（機関名：京都大学　申請類型：複合領域型（安全安心）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバル生存学大学院連携プログラム）

病原細菌学
Ph.D.

産学連携・国際展開・広報委員会：アジ
アから広がる感染症に関するグローバル
な視点での教育

医学研究科・社会健康医学系専攻・教授

医学研究科・社会健康医学系専攻・教授（協力講
座）

東南アジア研究所人間生態相関研究部門・教授

アジア・アフリカ地域研究研究科・東南アジア地
域研究専攻・准教授

森林資源管理
農学博士

ﾌﾙｻﾜ　ﾀｸﾛｳ
アジア・アフリカ地域研究研究科・東南アジア地

域研究専攻・准教授

大学院連携教育カリキュラム委員会：
地震防災・減災の基礎としての固体地球
科学
プログラム教授会：　理学研究科カリ
キュラム調整・グローバルリーダー養成
科目の新設



[採択時公表]

栗山　浩一

農学研究科・地域環境科学専攻・教授

農学研究科・生物資源経済学専攻・教授
環境評価・生物多
様性・流域管理
博士（農学）

ｼﾐｽﾞ　ﾋﾛｼ

ｸﾘﾔﾏ ｺｳｲﾁ

ﾏﾄｳ ﾄｵﾙ

農学研究科・地域環境科学専攻・教授

ﾀﾆ ﾏｺﾄ

食物栄養学
農学博士

森林水文学
農学博士

農業システム工学
博士（農学）

農学研究科・森林科学専攻・教授

農学研究科・応用生命科学専攻・教授

谷　誠

清水　浩

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

森林科学・山地保
全学

　農学博士
水山　高久

間藤　徹

ﾐｽﾞﾔﾏ ﾀｶﾋｻ

（機関名：京都大学　申請類型：複合領域型（安全安心）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローバル生存学大学院連携プログラム）

大学院連携教育カリキュラム委員会：作
物生産における環境変動の重要性と植物
工場の可能性

大学院連携教育カリキュラム委員会：
自然資源の利用と自然資源環境保護の重
要性

プログラム教授会：　プログラム運営お
よび農学研究科との連携強化・調整

産学連携・国際展開・広報委員会：　山
地保全に関するフィールド研究

大学院連携教育カリキュラム委員会：
人類の生産活動が作物生産に及ぼす影響
と解明

現在の専門
学位

役割分担
(平成２４年度における役割)



（ 機 関 名 ：  京 都 大 学  申 請 類 型 ： 複 合 領 域 型 （ 安 全 安 心 ）  ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ名 称 ：  グ ロ ー バ ル 生 存 学 大 学 院 連 携 プ ロ グ ラ ム ） 
    

 

 

 [採択時公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

 

【人材育成面の目的（どういう人を育てたいか）】 
 現代の地球社会は、①巨大自然災害、②突発的人為災害・事故、③環境劣化・感染症などの地域環
境変動、④食料安全保障、といった危険事象や社会不安がますます大きく、かつ、広がっている。本
学位プログラムでは、「グローバル生存学」という新たな学際領域を設定し、 
（１）人類が直面する危機を乗り切り、人間社会を心豊かにし、その安寧に貢献するという使命感・

倫理観にあふれた人材 
（２）自らの専門性に加えて幅広い視野と知識・智恵によって的確に対策を行うことのできる判断力・

行動力を備えた人材 
を育成する。本プログラム修了者は、 
 ○一級の研究者・教育者であり社会・安全システム科学分野におけるアカデミック・リーダー 
 ○国際機関などで世界をまたにかけて活躍する国際的な危機管理リーダー 
 ○災害・事故や経済危機に的確に対処し、企業経営を安定的・持続的に行える企業リーダー 
 ○食料・資源・エネルギーなどの安全保障政策の決定に指導力を発揮する国や地域のリーダー 
 ○科学的知識に基づき社会に不安を与えない正しい情報を伝えるサイエンス・コミュニケーター 
などであって、各方面で世の中を下支えし良い方向に動かしていくことのできる「人財」である。 
【教育組織面の目的（どういう教育方法・組織としたいか）】 
 こうした人材育成のため、実際の事例研究を重視した教育方法をとる。いわゆるケース・メソッド
（CM）や問題（プロジェクト）解決型学習（PBL)という方法を適用し、安全安心分野における現場主
義・対話主義を基調とした人材育成の新しい「京大モデル」を確立する。総合大学の特長を生かし、
９つの大学院と３つの附置研究所が連携し、単独の大学院・専攻では実現できない学際融合的な体制
（大学院連携）の中で優れた教育・研究を展開して、有能な学生自らが育っていく環境を整える。 
 ここで述べたような人材は、種々の災害・事故リスクをもって日々活動している産業界、基礎科学
に基づく実践科学を体系化し社会に役立てようとする研究者や学界、さらには、人命と資産、さらに
は生活、健康及び精神の安定を守ることが使命の一つである国レベル・地方レベルの行政組織、マス
メディア、いずれにおいても大いに必要とされている。 
 本プログラムでは、以下の２つの課題を解決しようとする点に特色がある。 
課題１（「博士」は有用か？）：一般に、博士課程を修めて博士号を取得した者は、深い専門性をもつ
ものの、往々にして視野が狭く、社会との協調性が欠如していたり、実務現場との乖離があったりす
るなどの難点が指摘されることがある。高度で先端的な研究の推進は当該学問領域の進歩に貢献する
が、それを社会の福利や進歩にも結びつけるような努力が大学として大学院として必要である。 

課題２（多様な安全安心問題解決のための大学院教育は？）：人類社会の生存や安全安心を脅かす次の
ような問題を扱う。(a)大地震による大津波が広範な国土や対岸の国々に被害を与える、(b)火山噴火
や森林火災が大気を汚染し航空航行を妨げ各国の経済活動に打撃を与える、(c)地球温暖化現象が洪水
を巨大化させ渇水や熱波を長期化させ人命被害、環境劣化、農業生産被害をもたらす（食料安全保障
と直結）、(d)化学工場や原子力発電所が被災し有害物質が拡散し健康被害と社会不安を引き起こす、
(e) 越境する病原菌・ウイルスによって深刻な感染症が拡大する。これらの問題解決には、学際的・
複合的アプローチが必要である。これを総合的に取り扱う教育方法や教育研究組織が確立されていな
い。 
 京都大学は、1897 年（明治 30 年）の開学以来、総合大学としてその体制を整え、10 の学部、17 の
大学院研究科と専門職大学院、14 の附置研究所、20 の教育研究施設を有する。現場主義・対話主義の
自由な学風を持ち、多彩な人材を輩出してきた。大学院の教育面でも、21 世紀 COE プログラム（23 拠
点）、グローバル COE プログラム（13 拠点）を実施するなど、大学院改革のあり方についていくつか
の新しい試みを続けてきている。平成 22 年 3 月に発足させた学際融合教育研究センターは、二つの
COE プログラムやその他の学際的な研究教育活動によりボトムアップ的に発足した研究ユニット、教
育ユニットを束ねるもので、学際融合的な研究教育活動を一層発展させる素地ができている。 
 また、安全安心に直接関連する部局としては、開学直後から存在する土木系工学科、機械系工学科、
建築学科、経済学部とそれらの大学院、医学部・医学研究科と附属病院、理学研究科の地球惑星科学
専攻、農学研究科、1951 年に発足し 60 年に及ぶ歴史を持つ防災研究所、教育学研究科、1998 年設置
のアジア・アフリカ地域研究研究科、情報学研究科、2002 年に設置された地球環境学堂・学舎、2004
年改組により発足した東南アジア研究所と生存圏研究所など、我が国の大学教育・研究をリードして
きた部局を多数擁している。よって、安全安心分野で大学院教育を行う本学の優位性は極めて高い。



（ 機 関 名 ：  京 都 大 学  申 請 類 型 ： 複 合 領 域 型 （ 安 全 安 心 ）  ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ名 称 ：  グ ロ ー バ ル 生 存 学 大 学 院 連 携 プ ロ グ ラ ム ） 
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学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 

グローバル生存学大学院連携プログラムの組織と学生の履修の流れ（オレンジ色の矢印） 

質保証は各審査において行われる。成績優秀な場合にのみプログラムの次の段階に進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム５年間の履修の例示 

 

           

 

 



 

 

機  関  名 京都大学 

プログラム名称 グローバル生存学大学院連携プログラム 

［採択理由］ 

京都大学は、災害科学やアジア・アフリカ地域研究をはじめ、安全安心に関連する学

問分野において、世界トップレベルの研究・教育の実績をあげており、また、自然科学

と人文社会科学の共同においても長い経験と実績を有している。これらの実績に基づい

て、「グローバル生存学」という新たな学際領域を設定し、人類的課題の解決に貢献す

る使命感・倫理観にあふれた国際的リーダーを育成しようとする提案は、我が国の大学

院が果たすべき役割の 1 つの方向性を示すものとして高く評価できる。  
将来構想、計画全体については、総長のリーダーシップの下で、リーディング大学院

学位プログラム機構と称する事業全体の運営組織を設置し、全学体制で推進しようとし

ている点は先進的である。また、本プログラムには 9 研究科と 3 研究所が参画しており、

これだけの教育研究組織が志を共有して融合的な教育を実施することは、大学改革とし

ても大きな意義がある。構想の具体化では、全学のリーディング学位プログラム機構や

学位審査委員会による学位の質の保証が重要であり、目的に沿った教育及び学位審査の

実施体制が構築されることを期待する。  
人材養成面では、現場主義・対話主義による人材育成モデルを提唱しており、安全安

心分野で必要とされる博士の養成方針として優れている。実際の教育プログラムには、

講義におけるケースメソッドやフィールド実習、産学協働プロジェクト、国際スクール

など実践的な教育方法が導入されており、上記の教育方針を具体化したものとして評価

できる。これらを通して、リーダーシップの発揮できる「精神的・肉体的にタフな博士

人材」の養成を目指す新しい博士課程教育のモデルが開発されれば、国内外への大きな

波及効果が期待される。  
他方、本プログラムは巨大自然災害、突発的人為災害、地球環境変動、食料安全保障

と広い分野を対象としており、参画組織も多いため、一人一人の学生にどの程度の専門

性を賦与するのかが課題である。分野及びテーマに即した履修モデルを明確にしつつ、

俯瞰力と専門性のバランスのとれた教育方針を、より一層明確にすることが望まれる。


